
●
高
津
区
の
人
口
増
加
は
２
０

３
５
年
ま
で
続
く
と
予
想

実
行
計
画
は
高
津
区
の
人
口
増
加
は
２
０

３
５
年
ま
で
続
く
と
予
想
。
生
徒
の
増
加
が

市
教
委
の
推
計
を
短
期
間
に
大
き
く
超
え
た

久
地
小
で
は
、
校
庭
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
再

増
築
。
は
る
ひ
の
小
中
学
校
で
は
隣
地
取
得

し
て
増
築
。
隣
接
地
が
な
い
当
地
に
、
予
測

を
超
え
た
生
徒
増
の
場
合
、
ど
う
す
る
の
か

質
問
。

▼
教
育
長
は
「
よ
り
的
確
に
予
測
を
行
い
、

基
本
・
実
施
設
計
に
反
映
さ
せ
る
」
と
答
弁
。

●
少
人
数
学
級
の
教
室
の
確
保

大
丈
夫
か

文
科
省
は
年
次
計
画
で
中
３
ま
で
の
少
人

数
学
級
の
推
進
を
提
示
、
そ
こ
ま
で
予
測
し

た
対
応
を
す
べ
き
と
質
問
。

▼
教
育
長
は
「
国
の
動
向
を
注
視
す
る
」
と

答
弁
。

今
年
度
、
子
母
口
小
１
１
０
９
名
中
、
蟹
ヶ

谷
地
区
か
ら
４
２
２
名
の
生
徒
が
通
学
。
子

母
口
小
の
過
大
規
模
解
消
の
た
め
に
も
、
蟹
ヶ

谷
地
区
に
小
学
校
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

分
離
新
設
の
検
討
中
に
わ
か
っ
て
い
た
「
分

離
後
の
子
母
口
小
学
校
に
老
朽
化
し
た
余
裕

教
室
が
残
り
、
近
い
将
来
全
面
改
築
が
必
要

に
な
る
」
及
び
「
東
橘
中
学
校
の
施
設
狭
隘

化
へ
の
課
題
」
を
合
築
整
備
で
一
挙
に
解
決

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
は

別
途
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

◆
年
齢
差
が
大
き
い
小
中
合
築

で
教
育
環
境
は
大
丈
夫
か
。

６
歳
か
ら
15
歳
ま
で
、
成
長
発
達
が
大
き

く
異
な
る
児
童
生
徒
が
、
同
じ
校
舎
で
学
び
、

生
活
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
教
育
環
境
は
大

丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

▼
教
育
長
は
「
一
貫
性
の
あ
る
交
流
や
職
員

研
修
の
展
開
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
軽
減
に
つ

な
が
る
」
と
答
弁
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
効

果
は
合
築
で
な
く
て
も
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

◆
仮
設
校
舎
へ
の
通
学
路
を
歩

い
て
み
ま
し
た
。

９
月
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
富
士
見
台
古
墳

か
ら
四
方
嶺
ま
で
危
な
い
所
な
ど
確
認
し
、

蟹
ヶ
谷
地
域
の
通
学
路
も
歩
い
て
み
ま
し
た
。

「
遠
く
て
急
坂
が
多
く
て
大
丈
夫
か
」
「
広

い
蟹
ヶ
谷
に
小
学
校
が
あ
れ
ば
避
難
所
に
も

な
る
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
感
想
が
で
ま
し
た
。

◆
ど
う
な
る
国
家
公
務
員
宿
舎

の
廃
止
再
編
計
画

財
務
省
は
、
国
有
地
＝

国
家
公
務
員
宿
舎
の
廃
止

再
編
計
画
の
公
表
は
、
６

月
ま
で
に
行
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
、
12
月
に
延
期
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
ど
も
の
豊
か
な
成
長
・
発
達
を
保
障
す

る
教
育
環
境
を
ど
う
つ
く
る
の
か
、
合
築
か
、

分
離
新
設
か
の
根
本
問
題
を
含
め
て
、
保
護

者
、
学
校
関
係
者
、
地
域
住
民
の
話
し
あ
い

で
、
住
民
合
意
を
得
な
が
ら
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
よ
せ
下
さ
い

月
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●
住
民
へ
の
説
明
責
任
と
合
意

が
必
要

川
崎
再
生
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
プ
ラ
ン
の
第
２

期
実
行
計
画
（
08
、
09
、
10
年
度
）
に
、
子

母
口
小
の
過
大
規
模
、
施
設
狭
隘
の
解
消
の

た
め
、
国
有
地
を
含
め
た
市
営
四
方
嶺
住
宅

跡
地
へ
の
分
離
新
設
計
画
が
明
記
さ
れ
、
市

は
08
年
度
か
ら
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
10
年
度
に
、
国
有
地
売
却
が
延
期
さ

れ
、
新
設
校
が
平
成
30
年
度
以
降
に
な
る
見

込
み
に
な
っ
た
と
し
て
、
急
き
ょ
、
子
母
口

小
と
東
橘
中
の
合
築
整
備
へ
方
針
変
更
し
ま

し
た
。
合
築
で
日
本
最
大
の
マ
ン
モ
ス
校
に
。

市
は
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
住
民
へ
の

周
知
、
説
明
、
変
更
の
是
非
も
含
め
た
意
見

聴
取
に
力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。

引
き
続
き
住
民
説
明
会
の
実
施
を
要
望

▼
教
育
長
は
「
３
月
26
日
に
住
民
説
明
会

を
実
施
、
31
名
参
加
。
参
加
者
か
ら
震
災
時

の
学
校
の
果
た
す
役
割
、
引
き
続
き
の
説
明

会
の
開
催
要
望
、
仮
設
校
舎
へ
の
通
学
路
の

安
全
対
策
等
の
意
見
が
で
た
」
と
答
弁
。
地

区
ご
と
、
保
育
園
、
幼
稚
園
へ
の
説
明
会
の

開
催
を
要
望
し
ま
し
た
。

１

２

通学路を歩きました

子
母
口
住
宅
か
ら
仮
設
校
舎
予
定
地
ま

で
の
高
低
差
は
37
ｍ
あ
り
、
大
人
で
さ
え

結
構
き
つ
い
道
の
り
で
、
７
歳
前
後
の
こ

ど
も
た
ち
が
、
毎
日
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
て
通
い
き
れ
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
実
際
に
歩
い
て
み
て
教
育
委
員
会

は
子
ど
も
に
と
っ
て
大
変
困
難
な
こ
と
を

計
画
し
て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

道
の
り
が
遠
い
だ
け
で
な
く
、
車
の
出
入

り
で
危
険
な
所
が
あ
っ
た
り
、
起
伏
が
激

し
か
っ
た
り
し
ま
す
。
四
方
嶺
は
と
て
も

環
境
の
良
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
当
初
の
分

離
新
設
校
と
し
て
開
校
で
き
た
ら
、
蟹
ヶ

谷
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
待
望

の
学
校
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
一
緒
に
歩
い
た
峯
松
千
津
子
さ
ん
よ
り
）


